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東北地方でのロング施月jによる

水稲無追肥育苗法の普及状況

(育苗肥料とロングゃの併用による追肥省略での健苗技術〉

その 1 各県(宮城，山形，岩手，青森)の普及技術内容

1. はじめに

東北地方は農作物の中で米の占める割合が大き

く，特に良質米が求められている今日では，東北

地域の米作は全国の中でも益々重要な地位になっ

ている。現在j農業情勢は生産性の向上化が益々

求められており，その中で省力化は労働力不足の

現状では特に重要である。

この様な状況下で水稲栽培での施肥の省力化技

術は農村社会からの要望ともなっており，それら

の需要に応えられる施肥法としての対応は追肥回

数の軽減技術や全量基肥施用技術といえよう。こ

の様な省力的な施肥技術は現在コーテイング肥料

の開発により可能となっており，本田での追肥一

回施用，全量基肥一団施用等に対応できる資材が

流通し，年々普及拡大している。例えば，弊社の

LPコート等がそれであり，追肥関係では LPコ

ート 40号， 70号1〉2〕，基肥関係では LPコート 100

号3"-'10入が代表的なものとして上げられる。

また，育苗について見ると，東北のような寒冷

地では本田移植後の活着の良好性と初期茎数の確

保は収量の安定の上で大事であり，昔から「苗半

作」と言われている様に苗作りには特に力を入れ

てきた。その為，健苗育成を目指して，各県の指

導機関，農協，農家の方々は毎年努力をされてい

る。健苗育成を目指す上で，肥培管理は最も重要

なことであり，その中で肥料の効かせ方と温度，

水分管理等が重要と言えよう。この目的に添いな

がら育苗の施肥関係で省力化を図りたいのは追肥

作業の部分であるが，この点についてもコーテイ

ング肥料の利用によって追肥省略での健苗育成が

可能となってきている。

この追肥省略での健苗育成について，東北の各

試験場で被覆燐硝安加里のロングを対象として研

究開発が行われF 慣行の育苗肥料との組み合わせ

チッソ旭肥料(株) 東北支)苫

についての詳細な試験が実施された。即ち，この

検討は従来から数県で独自に検討されたものに加

えて全農の連絡試験11)としても昭和63年と平成元

年の 2年間に亘って検討され実用化が図られた。

その結果，育苗肥料とロング424-M100の組み

合わせで実用上十分使いこなせ，且つ，良質の苗

が得られる事が確認され，県の稲作指導基準や普

及技術となっている。本報告では，追肥省略(無

追肥〉での健苗育成技術の開発について，東北数

県で検討された結果の概要を 2報に分けて紹介す

る。

今回は，宮城・山形・岩手・青森各県で実施さ

れている普及技術の内容と基礎的データを紹介

し，次回は農協農家の使用実態のアンケート調査

結果及び応用的な使用方法について述べたい。

2. 各県の成績と普及内容

2-1 宮城県

平成 2年 5月「普及に移す技術J (第59号〉と

平成 3年度 3月「稲作指導指針」に取り上げられ

ているがその内容は次のようである。

(1) 内容(1" Jは原文引用，以下同じ〉

平成 3年度 3月「稲作指導指針」の内容は次の

ようである。

「第 2章 稲作安定生産のために(基本技術の徹

底〉

5. 健苗の育成と適期田植えの励行

(4) 省力育苗技術

ロ 中苗の無追肥育苗法

中苗育苗では，育苗期間に 2回程度の追肥

作業がある。大量に育苗する場合は，多くの

作業を要する。このような場合，育苗基肥に

慣行の速効性肥料と被覆肥料を併用し床土に

混和することにより 2回の追肥作業が省略で

きるO
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付) 使用する被覆肥料

水稲育苗用「ロング L-100j

(肥料成分:窒素-燐酸一加里 14-12-

14) 

(ロ) 使用量及び使用方法

育苗 1箱当たり，速効性肥料(育苗専用肥

料10-10-10) を窒素成分 1g (製品で10g) 

水稲育苗用「ロング L100jを窒素成分で 7

---10 g (製品で50--70g) を育苗床土に均一

に混和する」

(注〉ロング L100は平成 3年 7月から普通品

より粒径の小さい中粒品への切り替わりに

より名称が「ロング424-M100jと変更に

なっている。

(2) 試験データ(表-1は「普及に移す技術，平

成 2年」よりヲi用)

育苗肥料とロングの組み合わせ条件での試験結

果は表-1のとおりである。

(，普及に移す技術・平成 2年」の試験データ

を引用〉図-1は当方でまとめたものであり，苗

箱当たりの育苗肥料N0.5， 1. 0， 1. 5 g とロング

424-M100のN5，7， 10g (現物量35，50，70g) 

の組み合わせ条件の結果について，草丈， N含有

率，充実度の関係を表している。

これらの結果から，対照区(慣行，追肥 2回〉

と同等の草丈， N含有率，充実度となるのは，育

苗肥料N1. 0 gとロング 424-M100のN7--10 g 

(現物量50---70g)の組み合わせであることがわ

かる。

育苗肥料がN1. 5 gの条件では草丈が伸び充実

度が小さくなる。

2-2 山形県

平成 2年 3月「山形県稲作指針」に取り上げら

れてお吹，その内容は次のようである。

(1) 内容

「第 3章 高品位米の安定生産

4. 健苗の育成と適期移植

(3) 省力的な育苗技術

ウ 追肥の省略

中苗育苗では育苗期間に 2回ほどの追肥作

業がある O 特に， トンネル育苗などでは作業

労力を要する。

表 1 播種後35日(5月17日〉の苗生育 (宮城県農業試験場，平成 2年度〉

窒素成分量 養分濃度
草丈 同左 葉数 乾物重 充実度

速効 被 覆 C.V 

しぶ) ( ==/) 
窒素燐酸加里

(g/箱) (g/箱) (cm) (%) (葉)
(%) (%) (%) 

1.5+ 。 13.4 7.8 3.2 2.11 1.57 2.99 1.20 1.28 

1.5+ 2回追肥* 14.6 9.0 3.1 2.27 1. 55 4.01 1.28 1.35 

1.0+ 

1.5+ 

F
「
U

F

同

υ

14.5 8.9 

16.0 8.9 

3.1 

3.2 

2.06 

2.19 

1.42 

1.37 

3.41 1.23 1.52 

3.79 1.44 1.88 

1.5+ 15.1 8.1 

1.0↓一一一 7一一一「一九工--ji---Lim---iiム.1戸8仁-一一一一-一一一一-一一一一-一一一一一一一一一一一-一-Iiii-;:.;一-

4.03 1.31 1.70 7 3.3 2.22 1.46 

0.5+ 10 14.9 6.7 3.3 2.27 1. 51 4.23 1.19 1.67 

1.0+ 10 14.9 9.0 3.2 2.28 1. 54 4.26 1.34 1.67 

1. 5+ 10 15.0 9.8 3.4 2.26 1.51 4.27 1.46 1.79 
ー------ーーーーー----ーーーーーーーー--一ー 一ーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーー一一ーーーーーーー』ーーーー』ーーーーーーーー--ーーーーーー----ーーーーーーーーーーー--ーーーーーーーーー 相ーーーーー--・・-ー

0.5+ 14 14.5 8.1 3.3 2.35 1.61 4.37 1.32 1.76 

1.0+ 14 16.0 8.2 3.4 2.52 1. 58 4.50 1.30 1.64 

1.5+ 14 16.1 9.2 3.4 2.30 1.43 4.61 1. 31 1. 72 

注 1)速効性肥料は宮城経済連育苗専用肥料10-10-10を用いた。
2) *は対照区で追肥は 1固に硫安肥料を窒素成分で 19を施用した。
3)被覆肥料はロング肥料(14-12-14100日タイプ)を用いた@
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図 1 苗の草丈 N含有率および充実度

育苗肥料 NO.5g/箱 O一一一一0 平成 2年宮城県農業センター

ササニシキ 中苗(36回)

水田土、ハウス

車Z籾 100g

" N1.0 "・---・
" N1.5 " ①『ーーーー①

対照区(N1.5g+追肥N1gX2回) ① 

草丈(cm)

14 

草丈

① ._ 二二弘之、一一切

16 G
 

15 

N含有率(%)
5.0 

N含有率

4.0ト① --(])------戸:二ニ---(])--- _.-
~ 

~ 

.----

3.0 

充実度

1.6 

1.5 

1.4 

1.3 

対照区

充実度

/トーーー一-一一・_-一ーー

/ 
/ _.(])---.-- ①

 

C])-

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

ロング施用N量(g/宇宙)

35 50 70 
ロング現物量(g/箱)

100 

このような場合に緩効性肥料を併用するこ

とにより追肥作業を省略することが出来る。

施用方法は，幼苗ではN成分で速効性肥料

1. 0 g +被覆燐硝安加里(ロング) 7 g，中

肥で+10gを床土に混合する O この方法で追

肥がはぶけ窒素濃度の高い良苗が得られる O
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ただレ慣行性肥料を多くすると育苗後半の

苗丈が伸びやすいので，適量を守り温度管理

にも注意するとともに使用床土 pHは厳守す

る」

(2) 試験データ

昭和63年と平成元年の 2年間，育苗肥料とロ

ングの組み合わせ条件について，稚苗と中苗で

詳細な試験を行っている(農業試験場本場，庄

内支場〉。

結果は上記2-1の宮城県と同様であり，育苗

肥料1.5gにすると草丈が長くなり，充実度が

低くなることが確認されている。

2-3 岩手県

昭和60年に参考事項として「置床施肥に依存し

ない中苗育苗法」が発表されている。この内容は

育苗肥料とロング 424--L 70を組み合わせて施用

するものである。それ以後，諸情勢を加味し，且

つ岩手県，経済連， くみあい肥料(株〉が十分な

検討を加えて，農家の方が使い易いよう配合肥料

(育苗肥料とロングの配合品〉として，平成元年

より販売を開始している。

平成 2年度に「指導上の参考事項」として，再

度発表されている内容は次のようである。

(1) 内容

「置床施肥に依存しない中苗育苗法:(一部改定〉

(農試環境部.県南分場.県北分場〉

1) .背景とねらい

昭和60年度の参考事項「置床施肥に依存しな

い中苗育苗法」のーっとして燐硝安加里コーテ

イング肥料 (L70) を用いた方法を提出してい

るが，その後この肥料が大粒で土と混合しにく

く，溶出も不安定であることが指摘され始め

た。そこで細粒及び溶出の安定化を目的とし

て，新しい燐硝安加里コーテイング肥料 (L

100)が開発された。同時にこの緩効性肥料をプ

レンドした育苗肥料が開発されたので，これを

利用した箱内 1団施肥による育苗法を検討し

た。その結果を，昭和60年度の参考事項の一部

改定として指導上の参考事項に供する。

2). 技術内容

1) 燐硝安加里コーテイング肥料〈緩効性肥

料〉を用いる方法

速効性肥料に L70単体 60--100gを上乗せ

する従来の方法に変えて， L100入り中成苗専

用肥料(コーテイング肥料<細粒>14-12-14，

100日タイプ入り中成苗専用肥料<複合10-10

-10-苦土 1>の箱内 1団施用に訂正する。

土壌の種類

火山灰土壌

沖 積 土 壌

L-100入り中成苗専用肥料

(溶出タイプ100日)

80-100g/箱

80g/宇宙

3) .指導上の留意事項

1) 県南地帯の沖積水田作土では徒長を助長

する恐れがあるので用いない。

2) 床土と中成苗肥料を均一に混和するた

め， ミキサ一等の利用が望ましい。

3) 施用量を守るために，覆土への混和は避

ける。

4) 中成苗肥料は育苗全期間を通じて成分が

溶出し，高温及び、過湿状態では伸長し易く

なるので育苗期間中は，特に高温過湿にな

らないよう注意する。

5) その他の育苗管理は，昭和60年度参考事

項の留意点に準ずる。

4). 試験成績

1) 場内成績(平成 2年度，岩手農試本場，

県南分場，県北分場〉

供試肥料

慣行区:硫安，重過石，塩加を単肥

で施用

専用肥料区:コーティング肥料<細粒>

14-12-14，100日タイプ入り

中成苗肥料(複合10-10-10

-苦土l)J

2) 試験データ(平成 2年度「指導上の参考

事項」の試験データを引用〉

ロング入り中成苗肥料の配合内容は表 -2

のとおりである O

試験で専用肥料を箱当たり 60g ， 80 g， 100 

g施用した場合の速効性成分とロング由来の

成分量の内訳を表-3に，本場等 3ケ所で実

施した試験での苗の調査結果を表-4に示

すO
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表 2 保証成分<10-10-10-1>及び配合割合 C%) (岩手県農業試験場，平成 2年度〉

窒素 アンモニア性 硝酸性 可溶性 水溶性 7J<~容性 苦土

全量 窒 素 窒素 リン酸 リン酸 加里

全 量 10.0 5.5 4.5 10.0 7.0 10.0 1.0 

コーティング肥料 9.0 4.95 4.05 8.0 5.6 9.0 

速 効 1.0 0.55 0.45 2.0 1.4 1.0 1.0 

(速効性肥料の内容:硫安、過石、硫加、アズミン)

表 3 試験区の構成と箱当り施肥量 (岩手県農業試験場，平成 2年度)

速効性成分 コーティング肥キ斗 施肥量合計
区 名 追肥

N-P-K(g/箱) N-P-K(g/宇宙) N-P-K(g/箱)

'慣 行 2.0-3.0-2.。
専用肥料 60g 0.6-1.2-0.6 

" 80g 0.8-1.6-0.8 

" 100g 1.0-2.0-1.。

表 4 苗調査(播種後33日'"'"'36日)

場所 区名
草丈 葉齢

(cm) (葉)

慣行 13.9 3.1 

本場
60 13.8 3.0 

80 11.8 3.0 

100 12.8 3.1 

慣行 12.2 3.1 

県北
60 11. 7 3.0 

80 11.6 3.0 

100 11.7 3.1 

慣行 12.3 3.5 

県南
60 11. 5 3.4 

80 12.7 3.7 

100 13.8 3.5 

2-4 青森県

昭和58年に指導奨励参考資料として発表され，

ロング単体での使用と配合品で普及が始まった。

平成 2年に粒径の中粒への変更に伴い再度の試験

を行い，平成 3年より，中粒ロング入り育苗専用

肥料の普及が始まっている O

主たる内容は次のようである。

(1) 昭和58年度の発表内容

「昭和58年度指導奨励参考資料(青森県農業試験

場〉

〔箱育苗における被覆複合燐硝安加里(単体お

よび同単肥配合〉の施用効果〕

1) とりあげた理由

1回 3.0-3.0-2.0 
5.4-4.8-5.4 金正 6.0-6.0-6.0 
7.2-6.4-7.2 金正 8.0-8.0-8.0 
9.0-8.0-9.。 金正 10.0-10.0-10.。

(岩手県農業試験場，平成 2年)

葉鞘長 (cm) 葉身長 (cm) 乾物重

第 1

2.8 

3.0 

2.6 

2.5 

2.7 

2.9 

2.8 

2.6 

2.3 

2.4 

2.3 

2.5 

第 2 第 2 第 3 (g/100個)

5.0 5.3 8.0 2.29 

4.9 5.8 8.6 2.21 

4.5 5.0 7.6 1. 72 

4.5 4.9 7.7 2.01 

4.6 5.1 7.4 1. 73 

4.8 5.8 7.5 1. 71 

4.8 5.3 7.4 1.63 

4.4 4.9 7.3 1.69 

4.0 4‘6 6.2 1.35 

4.0 4.6 6.3 1.35 

3.9 4.4 6.3 1. 97 

4.3 4.9 7.2 1. 80 

本田初期成育を確保することが，本県稲作の

課題となっている。そのため，尿素の移植直前

箱施用などが有効であるが，天候不順により，

施用後の移植日数が長びくと濃度障害が発生す

るなどの問題があった。

最近，さまざまな緩効性肥料が出現している

が，育苗に緩効性肥料の一種である被覆複合燐

硝安加里を使って，育苗の苗質の向上と本田へ

の肥料成分のもち込みによる本田初期活着の促

進をはかれないものかについて検討して，次の

ような成績が得られたので，指導奨励に供し

た」

2) 内容 CI昭和58年度指導奨励参考資料」の
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内容を当方で要約〉

イ ロング 100日の単体のみの使用

苗箱にロングのみを使用する方法である

(速効性肥料分なし〉。ロングゃのN成分量で

15，...，_，20 gの施用量であり，育苗期間中の溶出

(約305ぢ〉の残り(約70%) を本田にもち込

み初期活着を促進する O

ロ 中苗専用複合肥料(成分10-4-10)

育苗肥料とロング 100日を配合したもので

ある。苗箱当たりの施用量はN成分量で10，...，_，

15 gである。

上記，イ.ロ.のいずれの場合も本田の基肥量は

減ずる必要はないという指導参考内容となってい

る。

(2) 平成 2年度発表の試験成績

じ とりあげ、た理由

上記(1)の普及内容のロングが成分の違う 14-

12-14に変更されたことと，粒径のより小さい

中粒品への変更に伴い，平成 2年度に再度の試

験が実施された。

2) 内容

〔箱育苗における被覆肥料とその配合肥料の肥

効試験〕として報告された。

イ ロング424-11100(14-12-14)単体での

施用。

ロ 新ロング入り苗箱専用肥料(配合品11-11

-11) の施用。

ロング単体ではN施用量で10，...，_，30g /箱，新ロ

ング入り苗箱専用肥料ではN5，...，_，15g/箱で試験

を行い，昭和58年の発表内容との整合性を確認し

ている。

平成 3年より，新ロング入り苗箱専用肥料 (11

-11-11)が経済連取扱品となり普及し始め，苗

箱当たりの施用量は 80，...，_，100gとなっている。

3. 水稲育苗用に現在販売されている口ング

上記 2の各県の普及技術に記載されているロン

グは424-L100となっでいるが，平成 2年より，

水稲育苗の本格的普及への対応として，ロングの

粒径を従来品より小さい中粒品とし，名称も中粒

品を意味する「ロング424-M100Jに変更してい

る。

中粒品「ロング424-M100Jの肥料分の溶出は

従来の製品(ロング424-L100) と同じであり，

現在，東北の各県で販売されているものはこの製

品である。

4. ロング入り水稲育苗専用肥料の普及状況

上記 2の各県の普及技術に準じた内容で農家が

より使い易く，また使用時に間違いのないように

する目的で，各県の経済連で配合品(育苗肥料と

ロング424-M100の配合品)を検討し，岩手県で

は，平成 2年より，宮城県と青森県では，平成 3

年よりそれぞれ販売を開始している。また，山形

県でも平成 4年よりの販売開始を目指して準備を

行っている。

現在9 販売されている各県のロング入り水稲育

苗専用肥料の主な内容は表 5のとおりである。

表 5 東北で販売されているロング入り水稲育

苗専用肥料

県 成分(N-P-K) 施用量(g/箱) ロングの比率

13-12-13 60 
配合率83%

宮城
施用Nの87%

80-100 
配合率64%

岩手 10-10-10 
施用Nの90%

11-11-11 80~ 100 
配合率70%

三円主己本オ木t 

施用Nの85%

5. 平成 3年の使用実績

平成 3年からの本格的な普及を行った宮城県，

山形県，岩手県での使用実績は販売量から推定す

ると約 350万箱となり，農家や農協の評価も良好

であった。現在，、農協では，平成 4年の肥料注文

のとりまとめが行われているが，平成 3年の好評，

さを裏付けるような情勢とのことである O
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